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病院の沿革
　総合病院水島協同病院は，倉敷市
南部の水島地区にある急性期病院で
す．
　当院の前身である水島診療所は，
戦後間もない1953年に地域住民302
名の出資で誕生した生活協同組合の
小さな診療所として設立されまし
た．以後「誰もが差別のない平等な
医療を受けたい」という願いを持つ
多くの地域住民に支えられ発展して
きました．
　1956年水島協同組合病院（25床）
完成，1974年人工透析開始，1985年
内科学会認定教育病院取得，1999年
厚生労働省臨床研修指定病院取得，
2001年病院機能評価認定病院取得，
2003年病院電子カルテ導入，
ISO9001・2000取得，2004年みずし
ま診療所開設，医薬分業，外来電子
カルテ導入，2006年さくらんぼ助産
院開設，2007年一般病棟７対１入院
基本料取得，2008年DPC対象病院
取得，そして2010年と2011年には透
析室拡張を行いました．
　当院の母体である倉敷医療生活協
同組合も６万人超の組合員，１千人
の職員を擁し，生命のネットワーク
（３病院，１老健施設，12医科・歯
科診療所，１助産院，３訪問看護ス
テーション）を形成して，多くの地
域住民，医療機関，福祉事業所，行
政と協力して地域の中で活動してい
ます．当院はそのセンター機能を持
つ病院としての役割を担っています．
病院の概要
　水島協同病院の病床数は282床，１
日平均患者数は入院235人，外来118
人，救急搬送4.0人，救急外来受診
29.5人，みずしま診療所の１日平均
患者数は566人です．
　診療科は内科，呼吸器内科，循環
器内科，消化器内科，腎臓内科（人
工透析），神経内科，外科，整形外
科，脳神経外科，精神科，リウマチ
科，小児科，皮膚科，泌尿器科，産
婦人科，眼科，耳鼻咽喉科，リハビ
リテーション科，放射線科，麻酔科
の20科を標榜しており，常勤医師35
名に非常勤医師の協力を得て診療を
行っています．
当院の理念
　当院の理念は，「いつでも，だれも
が，安心してかかれる医療を追求し
ます」，基本方針は，「１. 患者の権
利を尊重し，全人的な医療を追求し
ます，２. かかりやすさと無差別・
平等の医療を追求します，３. 職員
がやりがいをもち，育ち合える職場
づくりをすすめます」です．当院は
この方針のもとに急性期病院として
の機能を充実させつつ，患者や地域
の要求に応えた医療の提供をめざし
ています．人口の高齢化，格差社会
の進行により患者の持つ問題が複雑
化する今日，この理念，基本方針は
とりわけ重要な意味を持つと考えて
います．
病院の現況
　この間急性期病院としての機能の
充実をめざし医療を展開してきまし
た．救急搬送受け入れ件数は年間
1,500件を超え近年増加傾向です．こ
の件数は水島地区で扱う救急搬送の
約半数に相当します．2011年の透析
室拡張で当院の透析室は67床とな
り，現在150名の慢性維持透析を行っ
ています．また腎臓内科は日本腎学
会の腎臓病総合レジストリーにも参
加しています．呼吸器内科は約500名
の公害認定患者をはじめ呼吸器疾患
の診療にあたっています．高齢化す
る公害認定患者の肺リハビリを推進
するとともに，医師会，行政とも協
力してCOPDの予防事業を推進し
ています．また，肺癌の治療にも積
極的に取り組んでいます．消化器内
科では昨年の９月からESDを開始
し，この１年で食道・大腸を含む20
例にESDを実施しています．癌治療
では新規化学療法開始は年間40件前
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後で，約半数を外来で実施していま
す．当院の付属施設であるさくらん
ぼ助産院は全国初の院外助産院とし
て注目されています．開設から５年
経過し，300名の出産を経験しまし
た．
当院の課題と今後の展望
　現在，①医療の質の向上，②チー
ム医療の推進，③医師臨床研修の充
実と職員の育成，④地域連携の強化
の４点を重点課題と位置づけ医療整
備を行っています．
１. 医療の質の向上
　良質な医療を受けたいという患者
の要求に応えるべく，2010年５月に
医療の質プロジェクトの立ち上げ，
聖路加国際病院の先進的な実践から
学び，医療の質指標について検討し
てきました．2011年度にはプロジェ
クトを恒常的な医療の質向上委員会
に改め，現在までに60余りの質指標
を設定し測定しています．この指標
を活用して PDCAサイクルを回し，
具体的な成果を生み出したいと考え
ています．測定結果はホームページ
に順次アップしていきますので，閲
覧いただければ幸いです．
２. チーム医療
　①エビデンスに基づく医療，②全
職種のリーダーシップの発揮，③コ
ミュニケーションの３つをコンセプ
トに，全職種の専門性を結集する仕
組みづくりと実践を行っています．
病棟医療では，病棟に関わる職種の
病棟担当制を導入し，患者カンファ
レンスの実施，科を越えた協力に力
を入れています．また，課題別チー
ムも多数編成し（救急救命，感染対
策，褥創ケア，栄養サポート，摂食
嚥下ケア，緩和ケア，排泄ケア，呼
吸ケア），日常診療の質の向上に取り
組んでいます．
３. 医師臨床研修の充実と職員の育
成
　医師の増員と養成は特に重要な課
題です．①患者に向き合い，地域に
向き合う，②総合診療能力の育成，
③EBMに裏打ちされた日常診療，
④国際的にスタンダードな医師養成
をキーワードに，地域医療の担い手
の育成に取り組んでいます．新医師
臨床研修が開始された2004年以後今
日までの受け入れは初期研修医19
名，後期研修医は10名です．定数３
のフルマッチをめざし，カンファレ
ンスや抄読会の充実，学術活動にも
いっそう力を注ぎたいと思います．
また，奨学金制度を創設し，認定看
護師の増員など，医療の質向上やチ
ーム医療推進を担う人材育成への投
資も積極的に行っています．
４. 医療連携
　急性期病院としての地域での役割
は，①急性期入院患者の診療，②緊
急を要する医療，③専門領域の診療，
④かかりつけ医からの紹介患者の診
療と考えます．こうした役割を遂行
する上で何よりも大事なのは医療連
携と考え，地域から信頼される病院
をめざして連携を強化しています．
この間紹介患者数・逆紹介数とも伸
びています．地域の先生方との交流，
地域の７病院で結成した水島地区医
療連携ネットワークの会など地域の
ネットワークも引き続き広げていき
たいと思います．
おわりに
　水島地域の人口は倉敷市の５分の
１を占め，多様な医療需要が存在し
ています．地域の患者の医療要求に
応えしっかりと医療を守っていくの
は地域の医療機関に課せられた責務
と考えます．そのためには地域の医
療機関が互いに連携を強化していく
ことは論を待たないのですが，今後
ともこの地域への岡山大学のバック
アップをお願いしたいと存じます．
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